ご紹介いただきました、３期目に挑戦いたしします、我如古一郎です。この地域における、日本共産党の歴史ある議席、父の我如古盛仁１２年・嘉数進さん１６年、私が８年、合計３６年間守り続け、地域になくてはならない議席です。今回も全力で頑張りますので、みなさんのご支援を、よろしくお願い致します。
県都・那覇市会議員選挙が６月２８日告示、７月５日投票でおこなわれます。日本共産党は、現職６人に、新人を擁立し議席増に挑戦します。

今回の那覇市議選挙に問われている最大の争点は、自公政治にきっぱり対決し、生活と福祉、雇用と営業を守る日本共産党の７人全員勝利・議席増を勝ち取れるかどうかです。

市議選挙は、定数が４４から４０に削減され、安定当選ラインがアップします。私が当選するためには、３５００票の獲得が必要となり、大幅な得票増が求められています。

いまの政治状況は、市民のいのちとくらしを守るために、自公の悪政に真正面から立ち向かい、政治の中身を変える日本共産党の議席を増やすことが、皆さんの願いを実現する一番の近道ではないでしょうか。
そのことは、昨年の県議選挙で日本共産党が２議席増の５議席に躍進した以後の県議会の変化で証明されています。

今回の選挙は、市民のいのちとくらしを守る力を大きくする選挙です

失業者、生活保護、倒産、自殺などが増え市民生活は深刻です。党市議団が実施している市民アンケートには、切実な声が連日寄せられています。
５００通近くの返事をいただきました。そのおもな声には、「国保税が払えなく病院に行けない」「子どもの教育費が負担になっている」「お年寄りの自殺者をなくしてほしい」「税金の無駄遣いをなくして税金を下げてほしい」「売り上げが減って先行き不安です」などです。景気悪化のもとで、自公政治がすすめた「構造改革」「外需頼み、内需ないがしろ」の政治が市民生活を直撃しています。日本共産党７人全員勝利は、自公の悪政と対決し、市民の願い実現する力が一段と大きくなります。

本日は、日本共産党那覇市議団のかけがえのない三つの役割について、ぜひお聞きいただきたいと思います。
　日本共産党那覇市議団は他党の追随を許さないかけがえのない役割を果たしています。

①一つは、国の悪い政治に立ち向かって市民のくらし、いのちまもる政党であるということです。
国のすることにはなんでも賛成、仕方がないとあきらめている自民･公明の議員では、皆さんの願いが議会には届きません。

全県１１市で一番高い国保税、年金は全国平均の６割しかないのに、全国平均より５００円高い介護保険料、住民税増税、後期高齢者医療制度、障害者自立支援法――自民・公明の悪い政治がくらし・医療・福祉を直撃しています。市政でも、国政でも、このひどい政治に正面から立ち向かえるのは日本共産党だけです。

　【国保税・介護保険料・住民税増税にきっぱり反対】
構造改革路線で国民一人当たり年間１０万円も負担が増えています。日本共産党は、市民をさらに苦しめる国保税・介護保険料、住民税の引き上げに反対し、一般会計からの繰入、減免制度の拡充など具体的対案を提起しました。国いいなりに引き上げ、増税をすすめたのが自民党・公明党・保守の議員です。

【後期高齢者医療制度は廃止を】国会でこの制度の導入に最初から反対したのは日本共産党です。那覇市議会では、制度の廃止を主張するとともに、自民、公明などが予算を削った７５歳以上の健康診断無料化を復活させました。このひどい制度を国会で共同提案したのは自民、公明、民主、社民です。公明党は「避けて通れない」「いい制度」と持ち上げ、市議会で賛成の発言をくり返してきました。

　【歴史教科書の書き換え許さず】沖縄戦の真相改ざんは許せないと、市議会で抗議の意見書をまとめ、全会一致採択の先頭に立ちました。これをきっかけに全市町村議会、県議会で意見書が採択され、県民大会、国会行動へとひろがりました。

【基地のない沖縄へ】県内たらいまわしに反対し、那覇軍港の即時無条件返還、自衛隊基地撤去・那覇空港の民間専用化を一貫して求めてきたのが日本共産党です。那覇空港の民間専用化、日米地位協定の抜本改定を全会一致で決議させました。

②二つ目の役割は、市民の願い実現へとことん行動、身近に役立つ相談役であるということです。
４年前公約した小中学校へのクーラー設置は、全小・中学校へ設置されることになりました。中学卒業までの子どもの医療費無料化は、日本共産党がくり返し提案。これを自民、公明の翁長市長は拒否してきました。昨年の市長選では、翁長市長の公約にまでなりました。日本共産党と市民の運動がついに実を結び、この４月から実施されました。妊産婦の無料検診１４回への拡大、後期高齢者の健診・がん検診の無料化、発達障害児対策の体制・施策の拡充、党市議団のがんばりの成果です。自民・公明の悪政の下で市民生活が深刻化する中、各議員・候補者の無料相談は増え続けています。日本共産党の無料相談はいまや、「市民の命綱」として喜ばれています。
　市政、県政、国政で連携して、市民の願いを実現する――これが日本共産党の活動スタイルです。

認可外保育園に消費税非課税の制度を創設させて、認可外保育園の経営を応援し、喜ばれていますが、国･県･市のそれぞれの議会で連携した成果です。国は当初、絶対にありえないと拒否していたことです。
③三ｯ目は税金のムダづかいただす党であることです。
市政・国政アンケートのトップが「税金のムダづかいをなくしてほしい」です。

【非現実的な巨大港湾建設を凍結】「世界の中心港湾（ハブ）」にするという巨大港湾計画は日本共産党だけが最初から反対。その指摘通り、船も貨物も入らず大失敗し、ついに計画は凍結されました。莫大なムダづかいを阻止してきました。
　【無駄な税金支出をストップ】旭橋再開発はパレットなどの再開発事業と違い、区画整理事業が終了した地域で民間会社が儲けのために行う旭橋再開発事業に２６億円もの税金を補助。これに市議会で反対したのは日本共産党だけです。市の監査委員も「補助金を支出する公益上の必要性や行政効果について検証がない」ときびしく指摘しています。

　この無駄な税金投入を公明党は、「推進することが議会の責務」と積極推進。自民、民主、社民、社大はそろって賛成してきました。
　翁長市政と自民・公明・保守議員は、おもろまちの市役所予定地だった市有地売却を地域住民の意思を無視して強行、本土企業に近接地（日本銀行沖縄支店）の売却価格と比較し、４８億円もの大安売りを行っています。これを自民・公明・保守の議員が賛成しすすめました。

　６月議会の議案にも、久場川団地の余剰地を、金秀に坪３３万円という安値で、市有地を売却しようとしています。

　以上が、党那覇市議団のかけがえのない三つの役割です。那覇の市議会に日本共産党がいなければ、全く議会のチェック機能を果たせず、議案の審議もほとんどされない、素通りの議会になることは、市の職員も認めるところです。この党が７議席になれば、市政をチェックする力は２倍以上になります。私の議席はこの地域における、かけがえのない役割を果たしています。皆さんの願いを、私　我如古イチローに託していただき、市民の暮らしや福祉を守るために働かせてください。よろしくお願い致します。
さてみなさん、日本共産党は日本の未来を展望しています。それは、自民･民主の２大政党ではできない改革です。日米安保条約を廃棄し、アメリカ言いなりの政治を打破し、基地のない平和な沖縄を目指します。そして、財界･大企業言いなりの政治を改め、財界の横暴を民主的に規制します。

今の２大政党は、どちらも安保条約賛成で、アメリカの戦争に協力するため憲法９条の改悪に賛成という立場も同じです。企業からの政治献金をもらい財界言いなりの政治です。財界から求められている、消費税の増税に賛成の自民と民主のどこに違いがあるでしょうか。
　選択肢がなくはありません、日本共産党を大きくすれば、現実の政治を中身から変えて、暮らしを守ることができます。どうぞ市議会議員選挙で、私、我如古イチローをこの地域の代表として送り出していただきますよう、重ねてお願いいたしまして、決意表明と致します。有難うございました。

